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村
形　
昌
一 

議
員

地
域
振
興
公
社
の
今
後
の
展

開
は
。

副
町
長（
社
長
）
温
泉
成
分

の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
大
石

田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
齋
藤
茂

𠮷（
※
）、
そ
し
て
茂
𠮷
が
好

ん
だ
“
う
な
ぎ
”
を
使
っ
た

鰻う
な

そ
ば
な
ど
大
石
田
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
遠
藤　
宏
司 

議
員

町
内
女
性
ア
ン
ケ
ー
ト
に
辛

ら
つ
な
回
答
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
。

副
町
長　
意
見
を
踏
ま
え
、

公
社
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
二
藤
部
冬
馬 

議
員

昨
期
は
宣
伝
費
な
ど
戦
略
的

に
抑
え
た
よ
う
だ
が
、コ
ロ
ナ

収
束
後
を
見
据
え
て
、今
後

ど
う
す
る
か
。

副
町
長　
新
た
に
広
報
チ
ー

ム
を
設
置
し
た
。
質
の
向
上

を
図
り
、
大
き
い
エ
リ
ア
で

広
報
活
動
が
出
来
る
よ
う
頑

張
り
た
い
。

　
小
玉　
勇 

議
員

地
域
振
興
公
社
へ
の
支
援
が

３
千
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
。

町
長　
こ
こ
で
倒
産
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
状
況

や
、
国
の
支
援
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回

は
こ
の
よ
う
な
形
で

や
っ
て
い
く
。

公
社
の
事
情
等
に
つ

い
て
は
、
町
職
員
で

は
な
く
、
公
社
の
社

員
が
来
て
説
明
を
す

べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長　
公
社
の
細
か
な
部

分
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
質

問
を
い
た
だ
く
か
、
社
員
が

来
て
説
明
を
す
る
の
が
良
い

と
は
思
う
。
ど
の
場
が
良
い

か
は
、
相
談
が
必
要
。

令
和
２
年
度

一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
報
告

大
石
田
駅
都
市
施
設
改
修

　
遠
藤　
宏
司 

議
員

駅
舎
の
改
修
は
い
わ
ゆ
る
町

の
玄
関
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。
い
つ
頃
完
成
な
の
か
、

ど
ん
な
形
に
な
る
の
か
、
段

階
的
に
町
民
に
お
知
ら
せ
す

べ
き
。

町
長　
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

提
供
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

�

【
全
員
賛
成
】

歴
史
民
俗
資
料
館
看
板
設
置

　
岡
﨑　
英
和 

議
員

駐
車
場
が
そ
も
そ
も
車
２
台

分
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
し
か

な
い
。「
老
人
い
こ
い
の
家
」

跡
地
に
舗
装
を
か
け
て
駐
車

場
に
す
る
な
ど
必
要
で
は
な

い
か
。

町
長　
大
雨
時
、
水
が
浸
透

す
る
場
所
が
な
く
な
る
懸
念

も
あ
る
た
め
、「
老
人
い
こ
い

の
家
」
跡
地
を
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
に
し
て
い
い
の
か
ど
う
か

は
、
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
。大

石
田
か
る
た

　
岡
﨑　
英
和 

議
員

大
石
田
か
る
た
を
広
く
町
民

に
周
知
す
べ
き
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

も
駆
使
し
た
派
手
な
く
ら
い

の
周
知
を
し
て
は
。

町
長　
町
民
が
暗
記
す
る
よ

う
な
ス
タ
イ
ル
に
し
て
い
き

た
い
思
い
は
あ
る
。
モ
デ
ル

と
し
て
取
り
上
げ
た
場
所
に

の
ぼ
り
や
、
看
板
の
設
置
な

ど
も
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
。

定例会第
２
回6/11～ 6/166/11～ 6/166/11～ 6/16
補補 正正 予予 算算 等等

㈱
地
域
振
興
公
社
事
業
報
告

有効活用をはかれ！（いこいの家跡地）

長引く コロナ禍 に負けるな!!

きてけろニャ～
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読
書
通
帳

　
大
山　
二
郎 

議
員

読
書
通
帳
を
作
る
に
あ
た
っ

て
、
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
図

書
の
利
用
は
伸
び
な
い
の
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
履
歴
が
残
る
通
帳

を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
る

こ
と
で
、
読
書
習
慣
の
起
爆

剤
に
な
る
と
思
い
導
入
し
た

い
。

読
書
通
帳
を
図
書
館
利
用
や

学
習
能
力
向
上
に
ど
う
繋
げ

る
か
。
ま
た
、
大
人
に
も
広

げ
る
考
え
は
。

教
育
長　
文
字
・
文
章
に
触

れ
る
こ
と
で
読
解
力
が
高
ま

る
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も

の
人
数
分
は
用
意
す
る
が
強

制
は
し
な
い
。
大
人
の
方
に

も
周
知
し
て
利
用
を
働
き
か

け
て
い
く
。

お
お
い
し
だ
エ
ー
ル
券

　
小
玉　
勇 

議
員

町
民
一
人
５
千
円
の
内
、
２

千
円
分
を
飲
食
店
利
用
に
限

定
し
た
根
拠
は
。

産
業
振
興
課
長　
前
回
は
、

食
料
品
と
燃
料
関
係
に
多
く

使
わ
れ
、
困
っ
て
い
る
飲
食

店
に
は
、
15
％
程
度

し
か
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
。

 

二
藤
部
冬
馬

　
　
　
　
議
員

発
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
よ
っ
て
は
、
飲
食

店
を
利
用
し
づ
ら
い

風
潮
も
あ
る
た
め
、

感
染
防
止
に
留
意
し

な
が
ら
利
用
を
促
す

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
必
要

で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら

発
行
時
期
は
決
め
た
い
。
ま

た
、
飲
食
店
利
用
に
対
す
る

風
評
等
も
あ
る
た
め
、
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
を
メ
イ
ン
に
す
る

等
、
飲
食
店
と
十
分
話
を
し

な
が
ら
実
施
し
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
今
野　
雅
信 

議
員

今
年
度
は
30
％
の
率
と
な
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
不

透
明
な
中
、
今
後
も
継
続
的

な
支
援
が
必
要
。
町
と
し
て

の
考
え
は
。

町
長　
支
援
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
は
あ
る
が
、
来
年
も

必
ず
率
を
上
げ
る
等
、
現
段

階
で
は
は
っ
き
り
と
言
え
な

い
。

　
小
玉　
勇 

議
員

購
入
限
度
額
を
設
定
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

産
業
振
興
課
長　
前
回
、
多

く
の
方
に
回
ら
な
か
っ
た
反

省
が
あ
る
。
よ
り
多
く
の
方

に
買
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

芸
術
文
化
活
動
支
援
事
業
補
助
金

　
今
野　
雅
信 

議
員

昨
年
の
芸
文
祭
、
座
席
は
減

っ
た
が
満
席
に
近
い
状
況
だ

っ
た
。
今
年
の
運
営
は
。

教
育
長　
昨
年
同
様
、
コ
ロ

ナ
対
策
な
ど
の
具
体
策
を
練

り
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　
岡
﨑　
英
和 

議
員

今
年
度
の
補
助
金
は
、
最
大

３
分
の
１
、
上
限
45
万
円
だ

が
、
今
後
補
助
率
を
上
げ
て

い
く
考
え
は
。

町
長　
若
者
の
移
住
定
住
を

メ
イ
ン
に
多
め
に
設
定
し
て

い
る
が
、よ
り
効
果
的
な
方
法

を
考
え
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
。

Ｗ
ｉ – 

ｆ
ｉ

　
村
形　
昌
一 

議
員

設
置
さ
れ
る
庁
舎
内
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
は
、
来
庁
者
が
利
用
で

き
る
の
か
。

総
務
課
長　
虹
の
プ
ラ
ザ
と

同
様
の
も
の
を
設
置
す
る
た

め
、
来
庁
者
も
利
用
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
【
全
員
賛
成
】

　
大
山　
二
郎 

議
員

償
還
金
が
２
２
６
３
万
７
千

円
計
上
さ
れ
て
お
り
、
例
年

よ
り
ケ
ガ
や
病
気
が
少
な
か

っ
た
と
い
う
理
解
で
良
い
の

か
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る

の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
例
年
よ
り

多
い
償
還
額
に
な
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
か
と

思
う
。

ワクチン接種も順調！

今年も大好評！

長引く コロナ禍 に負けるな!!

どれくらい貯まるかな？（イメージ図）
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町町 のの 考考 ええ をを 問問 うう

村形　昌一　議員
◆豪雨対策はどのように進んだのか
◆消防団員の待遇改善を

５ページ

遠藤　宏司　議員
◆国民健康保険税の子どもの均等割課税につい
て、国の制度よりも進んだ制度にできないか

７ページ

今野　雅信　議員
◆今後の大石田まつりの運営課題は
◆虹のプラザの演劇を主体とした多目的ホー
ルの活用について
◆ペーパーレス化への町の今後の取り組みは

９ページ

小玉　　勇　議員
◆新型コロナウイルスワクチン接種の現況は
どうなっているか
◆『大石田かるた』を利用し町のＰＲをする
考えはないか

６ページ

岡﨑　英和　議員
◆盛り上げよう、あったまりランド
◆活躍するアスリートに手厚い支援を

８ページ

５議員が一般質問

一般質問とは…

　大石田町の様々な課題等につい
て、議員が町に考えを聞くことを
言います。
　質問内容は、議案とは関係なく
自由に決めます。
　議席は、対面式になっており、
町長と向かい合い質問します。
　１人当たりの持ち時間は１時間
です。

※議場には、マスクを着用し、手指の消毒を行ったうえで入場しています。議会中も議場の出入口を
　開放し、換気をよくするように注意しました。
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一 質般 問-町の考えを問う-

町　長

今後も頻発・激甚化に
� 対応していく

村形 昌一 議員

１年たって
� 豪雨災害への対応は

他
市
町
の
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
、
年
度
内
に
は
一
定
の
方

向
性
を
示
し
た
い
。

団
員
確
保
の
対
策
は
。

町
長　
団
員
は
３
４
４
名
で

定
員
３
８
０
名
に
対
し
約
９

割
の
充
足
率
で
、
昨
年
度
ま

で
13
年
間
定
員
を
割
り
込
ん

で
い
る
。
団
員
の
減
少
は
全

国
的
だ
が
、
処
遇
改
善
が
確

保
対
策
の
重
要
な
手
段
の
一

つ
と
な
る
。

こ
の
度
の
通
知
を
機
に
消
防

団
を
充
実
化
し
て
ほ
し
い
。

業
務
に
対
し
て
報
酬
に
差
を

つ
け
て
も
い
い
の
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
消

防
団
内
部
で
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

総
務
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

労
し
た
。
備
蓄
品
も
購
入
し

迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
が
全
国
表
彰
に
な
っ

た
が
自
主
防
災
組
織
へ
の
評

価
は
。

町
長　
自
主
防
だ
か
ら
で
き

た
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
少

し
だ
け
手
当
を
上
げ
た
。

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
を

消
防
庁
は
来
年
度
ま
で
団
員

報
酬
の
引
き
上
げ
を
通
知
し

た
が
当
町
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
本
年
４
月
消
防
庁
長

官
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
消

防
団
と
し
て
の
考
え
方
を
上

級
幹
部
会
に
聴
取
し
て
い
る
。

今
後
そ
の
意
見
を
参
考
に
、

河
道
掘
削
は
ど
う
進
む
の
か
。

建
設
課
長　
大
石
田
よ
り
下

流
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
。

国
は
大
橋
周
辺
の
堤
防
整
備

を
計
画
し
て
い
る
よ
う
だ
が
。

町
長　
ま
ず
は
調
査
し
住
民

説
明
を
し
て
い
く
よ
う
だ
。

内
水
処
理
の
ポ
ン
プ
整
備
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
水

中
ポ
ン
プ
10
基
を
運
用
し
て

お
り
、
今
後
大
き
な
規
格
の

も
の
に
更
新
し
て
い
き
た
い
。

大
災
害
を
想
定
し
た
新
し
い

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

総
務
課
長　
来
年
３
月
ま
で

完
成
さ
せ
る
。

避
難
所
運
営
も
反
省
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

昨
年
７
月
豪
雨
を
受
け

国
や
県
の
水
害
対
策
は
ど
う

進
ん
だ
の
か
。

町
長　
国
は
災
害
復
旧
工
事

を
し
、
県
は
五
十
沢
川
の
堤

防
整
備
に
向
け
た
調
査
設
計

業
務
を
行
う
。
進
捗
状
況
に

あ
わ
せ
町
に
説
明
し
て
も
ら

う
。

町
の
対
策
は
ど
う
か
。

町
長　
横
山
地
区
の
内
水
排

水
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
し
、

可
搬
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
１
基

を
導
入
し
た
。ま
た
、
消
防
庁

か
ら
水
防
活
動
の
装
備
品
を

無
償
貸
与
し
て
い
た
だ
い
た
。

あれから１年…

昨年の水防活動（今宿地内）
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補
正
予
算
審
議

一

質

般

問

-

町
の
考
え
を
問
う-

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
み
具
合
は
。

町
長　
６
月
14
日
現
在
、
１

回
接
種
済
み
の
割
合
が
84･

９
％
、
２
回
済
み
の
方
は

62･

４
％
と
な
っ
て
い
る
。

７
月
９
日
に
高
齢
者
は
完
了
。

こ
れ
ま
で
14
回
の
平
均
接
種

率
は
94･

２
％
と
非
常
に
高

く
な
っ
て
い
る
。

副
反
応
の
報
告
は
。

町
長　
接
種
後
数
名
の
方
が

気
分
を
悪
く
し
、
医
師
の
診

察
を
受
け
た
が
、
症
状
は
軽

く
帰
宅
し
て
い
る
。
翌
日
発

熱
や
倦
怠
感
、
接
種
部
位
の

痛
み
な
ど
の
電
話
が
あ
っ
た

町
　
長

　
歳
以
上
の
方
は

�

７
月
９
日
で
完
了
し
ま
す

小
玉
　
勇 

議
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

�

ど
う
な
っ
て
い
る
か

ワクチン接種、当町は順調！

が
そ
の
後
の
連
絡
は
な
く
、

大
事
に
至
っ
て
い
な
い
と
考

え
て
い
る
。

介
護
施
設
入
所
者
は
。

町
長　
仁
風
荘
の
入
所
者
、

職
員
に
対
し
て
は
神
林
医
師
、

ソ
ー
レ
大
石
田
は
施
設
の
産

業
医
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。

町
外
の
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方
は
そ
の
入
所
施
設
で
接

種
で
き
る
。

予
約
が
必
要

16
歳
～
64
歳
の
接
種
は
。

町
長　
７
月
12
日
に
開
始
し

10
月
２
日
に
完
了
す
る
こ
と

に
な
る
。
接
種
に
つ
い
て
は

地
区
別
で
は
な
く
全
町
が
対

象
だ
が
、
必
ず
予
約
す
る
必

要
が
あ
る
。
医
師
会
と
の
打

合
せ
で
月
曜
日
２
０
０
名
、

土
曜
日
４
０
０
名
程
度
に
な

る
見
込
み
。

12
歳
～
15
歳
に
つ
い
て
は
。

町
長　
国
の
方
針
を
見
極
め

て
い
き
た
い
。

大
石
田
か
る
た

制
作
の
目
的
は
。

教
育
長　
小
学
校
児
童
の
社

会
科
副
読
本
と
し
て
町
の
歴

史
・
産
業
や
人
物
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
「
大
石
田
か
る

た
制
作
実
行
委
員
会
」
を
組

織
し
、
１
年
間
の
推
敲
を
重

ね
令
和
２
年
度
に
完
成
し
た
。

「
全
町
民
の
英
知
を
結
集
し

制
作
す
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に

読
み
札
を
募
集

し
、
１
０
２
１

件
の
応
募
が
あ

り
そ
の
中
か
ら

46
作
品
を
選
ん

だ
。

４
月
に
「
か
る

た
」
購
入
希
望

の
回
覧
が
回
っ

て
き
た
が
。

教
育
長　
１
７
２
セ
ッ
ト
の

申
し
込
み
が
あ
り
６
月
１
日

か
ら
受
け
渡
し
し
て
い
る
。

３
月
中
に
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
全
員
及
び
関
係
者
に
１

セ
ッ
ト
ず
つ
配
付
し
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　
読
み
札
・
絵
札
の

原
画
展
示
会
、
さ
ら
に
１
月

頃
小
中
学
生
を
含
む
「
町
民

大
石
田
か
る
た
大
会
」
を
実

施
す
る
な
ど
普
及
を
図
り
永

く
愛
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

内
容
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　
昭
和
22
年
に
で
き

た
群
馬
県
の
「
上
毛
か
る

た
」
に
比
べ
て
も
遜
色
の
な

い
完
成
度
の
高
い
作
品
と
自

負
し
て
い
る
。

皆でおぼえよう！

５６
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一 質般 問-町の考えを問う-

町　長

基金の活用は条例上、困難です

遠藤 宏司 議員

国民健康保険税の子どもの
� 均等割をなくせないか

町
長　
令
和
４
年
度
か
ら
は

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
未
就
学
児
の
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
以
上
の
軽
減
の
た

め
に
基
金
を
活
用
す
る
こ
と

は
、
国
民
健
康
保
険
基
金
条

例
上
困
難
で
あ
る
た
め
ご
理

解
を
願
い
た
い
。

　

な
お
、
当
町
で
は
「
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
」
か

ら
の
答
申
に
基
づ
き
税
率
を

改
正
し
、
昨
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

現
在
の
国
保
特
別
会
計
の
基

金
残
高
は
い
く
ら
か
。

町
長　
２
億
２
１
４
７
万
８

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割
は
、

子
ど
も
の
人
数
分
だ
け
負
担

が
増
え
、
政
府
の
「
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の

観
点
」
と
は
逆
行
す
る
施
策

で
あ
る
。
高
額
な
基
金
を
活

用
し
、
町
の
子
ど
も
全
員
の

均
等
割
を
な
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

国
民
健
康
保
険
税
に
は
子
ど

も
の
均
等
割
が
あ
る
が
、
ほ

か
の
健
康
保
険
税
に
は
な
い
。

変
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

に
法
案
が
可
決
さ
れ
て
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

町
で
均
等
割
課
税
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
の
人
数
は
何

人
か
。

町
長　
均
等
割
課
税
さ
れ

て
い
る
未
就
学
児
は
令
和

３
年
５
月
31
日
現
在
、
27

人
。 

一
人
当
た
り
の
均
等
割
の

課
税
額
は
い
く
ら
か
。

町
長　
一
人
当
た
り
の
課

税
額
は
４
万
２
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

現
在
の
状
況
は

政
府
が
「
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、

国
・
地
方
の
取
り
組
み
」
と

し
て
、
未
就
学
児
に
関
わ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
５
割
を

軽
減
す
る
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
未
就
学
児
に
か
か
る

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割

の
５
割
減
額
を
盛
り
込
ん
だ

法
案
が
、
今
通
常
国
会
に
提

出
さ
れ
て
お
り
、
６
月
４
日

国民健康保険の保険証とハンドブック

国民健康保険税の税額は、
このように決まってます
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補
正
予
算
審
議

一

質

般

問

-

町
の
考
え
を
問
う-

地
域
振
興
公
社

昨
年
度
の
決
算
、
大
変
厳
し

い
結
果
と
な
っ
た
が
。

町
長　
１
千
万
円
を
超
え
る

損
失
を
計
上
し
た
。

当
町
だ
け
が
苦
戦
を
強
い
ら

れ
た
訳
で
は
無
い
の
で
は
。

町
長　
近
隣
の
同
業
他
社
も

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
利
用

客
確
保
が
難
し
い
状
況
だ
っ

た
。

広
報
紙
が
目
新
し
く
変
わ
っ

た
よ
う
だ
が
。

副
町
長（
社
長
）
担
当
ス
タ

ッ
フ
を
女
性
中
心
に
変
え
た
。

「
泉
質
『
美
肌
成
分
』
に
注

目
」
と
あ
る
が
。

町
　
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、

�

笑
顔
で
の
利
用
復
活
に
期
待
す
る

岡
﨑 

英
和 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
が
続
く
、

�

盛
り
上
げ
よ
う
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
深
堀

副
町
長　
調
べ
た
結
果
、
美

肌
効
果
が
期
待
さ
れ
る
メ
タ

ケ
イ
酸
が
基
準
値
の
３
倍
以

上
含
ま
れ
て
い
た
。

打
っ
て
出
る
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
。

副
町
長　
上
手
に
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
結
果
に
結
び
付
け
た
い
。

猫
バ
ス
の
あ
る
浴
場
が
男
女

ど
ち
ら
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

発
信
す
べ
き
で
は
。

副
町
長　
当
然
、
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

「
県
民
泊
ま
っ
て
お
出
か
け

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ま
が
た
夏

旅
」
等
を
活
用
し
て
み
て
は
。

副
町
長　
既
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
る
。
７
月
１
日
に
営

業
再
開
す
る
虹
の
館
に
多
く

利
用
し
て
ほ
し
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ふ
う
り

ゅ
う
」、「
さ
く
ら
」
の
メ
ニ

ュ
ー
や
価
格
の
情
報
が
無
い
。

改
善
す
べ
き
で
は
。

副
町
長　
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
っ
た

ま
り
ラ
ン
ド
へ
の
リ
ン
ク
欄

が
小
さ
い
。
大
き
く
出
来
な

い
か
。

町
長　
根
本
か
ら
構
成
を
考

え
直
す
事
も
視
野
に
い
れ
た

い
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

齋
藤
元
希
さ
ん
が
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
水
泳
の
日
本
代
表
に

内
定
し
た
が
。

町
長　
町
始
ま
っ

て
以
来
の
快
挙
。

町
を
挙
げ
て
応
援

し
た
い
。

馬
鹿
騒
ぎ
す
る
位

の
気
持
ち
で
、
応

援
し
た
い
と
こ
ろ

だ
が
町
と
し
て
の

考
え
方
は
。

町
長　
応
援
す
る

会
を
組
織
し
、
町

ス
ポ
ー
ツ
協
会
髙

橋
会
長
か
ら
ト
ッ
プ
に
就
任

し
て
頂
い
た
。
町
民
の
思
い

を
結
集
し
て
応
援
し
て
い
き

た
い
。

現
地
で
の
応
援
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
は
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
出

来
そ
う
に
な
い
。
限
ら
れ
た

条
件
の
中
、
出
来
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
。

町
民
の
中
に
は
知
ら
な
い
人

も
い
る
の
で
は
。

町
長　
役
場
庁
舎
、
虹
の
プ

ラ
ザ
、
大
石
田
中
学
校
に
懸

垂
幕
を
掲
げ
た
。
大
石
田
駅

に
も
応
援
幕
を
設
置
す
る
予

定
。

金
銭
面
で
も
支
援
す
べ
き
。

町
長　
町
の
規
程
に
添
っ
て

お
渡
し
す
る
。

思いっきり暴っでこい！（大石田駅）

知ってました？美肌の湯

見てみて！
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一 質般 問-町の考えを問う-

教育長

希望は「村山最北地区高等学校
演劇合同発表会」の会場ホール！！

今野 雅信 議員

今後、虹のプラザホールの
活用は

町
長　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

の
要
請
が
高
ま
っ
て
お
り
、

導
入
し
て
い
る
自
治
体
を
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　

町
の
例
規
の
中
に
押
印
を

求
め
る
箇
所
が
本
則
と
様
式

で
１
８
０
０
箇
所
以
上
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
相
当
数

の
例
規
改
正
が
必
要
で
あ
り
、

事
務
に
費
や
す
時
間
も
膨
大

な
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ

ろ
令
和
４
年
度
か
ら
の
実
施

を
目
指
し
て
い
る
。

教
育
長　
芸
術
文
化
協
会
等

加
盟
団
体
の
基
本
使
用
料
に

つ
い
て
は
減
免
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
は

調
整
し
て
い
く
。

リ
モ
ー
ト
配
信
や
ラ
イ
ブ
中

継
の
考
え
は
。

教
育
長　
今
後
、
発
信
技
術

に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
た

形
で
考
え
て
い
き
た
い
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

町
で
は
ど
の
様
に
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
や
脱
ハ
ン
コ
を
進
め

て
い
く
の
か
。

指
し
て
い
く
が
、
最
終
的
に

は
収
入
に
見
合
っ
た
規
模
の

ま
つ
り
開
催
を
検
討
し
て
い

く
。

ま
つ
り
委
員
は
充
て
職
も
多

く
毎
年
変
化
が
な
い
。
組
織

見
直
し
は
。

町
長　
時
代
が
求
め
る
多
様

な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
職
種
別
、
年
齢
別
、
男

女
別
、
目
的
別
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
配
慮
し
て
い
る
。

趣
旨
に
賛
同
す
る
団
体
や
運

営
に
協
力
し
た
い
団
体
な
ど
、

新
た
に
加
え
て
い
く
こ
と
に

支
障
は
な
い
の
で
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
。

虹
の
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

多
目
的
ホ
ー
ル
の
活
用
や
料

金
の
減
免
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

大
石
田
ま
つ
り

２
年
間
中
止
し
た
こ
と
に
よ

る
影
響
と
対
策
は
。

町
長　
２
年
間
で
ス
タ
ッ
フ

や
職
員
の
人
事
配
置
が
変
わ

っ
た
中
、
引
き
継
ぎ
に
影
響

が
出
て
く
る
と
思
う
。
早
い

段
階
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
今
年
度
に
ま
つ

り
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
を
行
い
販
売
し
再
開
に

繋
げ
て
い
く
予
定
。

企
業
の
経
営
が
苦
し
い
中
、

来
年
度
の
協
賛
金
等
が
減
少

す
る
と
考
え
る
が
資
金
繰
り

は
。

町
長　
令
和
元
年
度
と
同
額

程
度
の
協
賛
金
を
集
め
る
こ

と
は
相
当
厳
し
い
と
考
え
る
。

新
規
協
賛
企
業
の
発
掘
を
目

ステージでの演舞は気持ちいい！

新デザインで来年盛り
上げよう！
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大石田南小学校 4・5・6　年生が議会を傍聴
　６月定例会 5日目（6/15）に、大石田南
小学校４年生９名が、６日目（6/16）に５・
６年生 13名が議会を傍聴しました。
　初めて見た議会ではとまどいもありました
が、新たな発見もありました。
　全員の感想をご紹介します。

6/15 小玉勇議員の一般質問を聞きました
◆ 『大石田かるた』を利用し町のＰＲをする

考えはないか

６ページ参照

４
年　
柳や
な
ぎ

橋は
し　

　
昊こ

う

　

ぼ
く
が
初
め
て
知
っ
た
こ

と
は
、
一
年
と
い
う
長
い
時

間
を
か
け
て
令
和
３
年
３
月

11
日
に
か
る
た
が
完
成
し
た

と
い
う
事
で
す
。
思
っ
た
よ

り
も
長
い
時
間
を
か
け
て
作

っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
小
玉
さ
ん
の
話
か

ら
、
大
石
田
町
に
は
、
「
に

じ
の
町
案
内
人
」
と
い
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
さ

ん
た
ち
が
い
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

も
か
る
た
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
総
合
学
習
を
頑
張
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
人
た
ち
に
負

け
な
い
く
ら
い
大
石
田
に
つ

い
て
く
わ
し
く
な
り
た
い
で
す
。

４
年　
横よ

こ
尾お　
明あ

か
り

珂
里

　

大
石
田
町
の
か
る
た
は
、

町
の
43
人
の
方
が
中
心
と
な

っ
て
、
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
上
毛
か

る
た
は
18
人
く
ら
い
だ
そ
う

で
す
。
群
馬
県
よ
り
多
い
人

が
28
名
、
計
43
名
の
方
々
が

協
力
し
て
、
か
る
た
を
作
っ

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、

自
分
た
ち
の
か
る
た
の
Ｐ
Ｒ

動
画
に
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。

４
年　
井い

の
う
え上　
ひ
な
の

　

わ
た
し
が
議
会
見
学
を
通

し
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と
は
、

く
ふ
う
し
て
か
る
た
が
作
ら

れ
て
い
た
と
い
う
事
で
す
。

紙
の
質
や
か
る
た
の
大
き
さ

な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
群
馬
県
の
上
毛
か

る
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
石
田
町
の
か
る
た
も
ず
っ

と
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

今
わ
た
し
た
ち
は
、
か
る
た

の
Ｐ
Ｒ
動
画
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
大
石
田
が

も
っ
と
好
き
に
な
る
よ
う
な

く
ふ
う
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

数
で
、
よ
り
多
く
の
人
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
１

年
と
い
う
長
い
時
間
を
か
け

て
、
み
ん
な
が
な
っ
と
く
す

る
よ
う
な
か
る
た
が
か
ん
成

し
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
長
さ
ん
の
か

る
た
へ
の
想
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち

よ
り
も
熱
い
想
い
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ

を
自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら
作

ろ
う
と
し
て
い
る
動
画
に
入

れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

４
年　
織お

り
江え　
陽ひ

な
こ

向
子

　

か
る
た
を
作
っ
て
く
れ
た

教
育
委
員
会
の
人
が
私
た
ち

の
こ
と
を
気
に
か
け
て
、
子

ど
も
た
ち
が
か
る
た
を
と
り

や
す
い
大
き
さ
に
し
て
く
れ

て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ぎ
場

の
右
側
に
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
生
配
信
し
て
い

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
教
育
関
係
者

の
方
が
15
名
、
地
い
き
の
方

４
年　
伊い

藤と
う　

　

怜れ
い

　

「
し
ー
ん
」
と
し
た
空
気

が
あ
た
り
一
面
に
た
だ
よ
っ

て
い
る
中
、
わ
た
し
は
、
気

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
議
長
さ
ん
は

い
つ
も
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
か
と
い
う
事
で
す
。

ま
た
、
議
会
は
、
全
部
で
何

人
の
人
で
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
し

た
。
少
な
い
人
数
で
町
の
こ

と
を
全
部
ま
と
め
て
い
る
な

ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
学
級
会
で
か
つ
や

く
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
近
づ

け
る
よ
う
に
学
級
会
を
も
っ

と
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
く

ふ
う
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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４
年　
石い

し
か
わ川　

心こ
こ

羽は

　

わ
た
し
は
、
初
め
て
知
っ

た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
教
育
長
さ
ん

の
想
い
で
す
。
「
末
永
く
愛

さ
れ
る
よ
う
な
か
る
た
に
し

て
い
き
た
い
。
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
教

育
長
さ
ん
と
、
自
分
の
気
持

ち
を
く
ら
べ
ら
れ
た
の
で
、

そ
の
気
持
ち
も
、
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
町
民
の
力
を

合
わ
せ
て
、
群
馬
県
の
上
毛

か
る
た
に
負
け
な
い
く
ら
い

大石田南小学校 4・5・6　年生が

の
か
る
た
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん

の
人
が
な
や
み
な
が
ら
力
を

合
わ
せ
た
か
ら
、
群
馬
県
の

か
る
た
に
負
け
な
い
も
の
が

作
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

４
年　
森も
り　

礼れ
い

志じ

　

ぼ
く
が
議
会
を
見
学
し
て

お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、
町
民

の
力
を
合
わ
せ
て
群
馬
県
の

上
毛
か
る
た
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
か
る
た
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
群
馬

県
よ
り
も
大
石
田
町
は
人
口

が
少
な
い
の
に
す
ご
い
な
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
絵
札
を
書
い
て
く

だ
さ
っ
た
小
玉
さ
ん
の
奥
さ

ん
も
か
る
た
を
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
広
め
て
い
く
か
気

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
自
分
た
ち
は
、
か

る
た
を
広
め
る
た
め
に
、
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
４
年
生
全
員
で
協

力
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

４
年　
仁に

藤と
う　
愛ま
な
斗と

　

今
回
、
ぼ
く
が
初
め
て
知

っ
た
こ
と
は
、
２
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
モ
ニ
タ
ー
で

生
は
い
し
ん
を
し
て
い
た
こ

と
で
す
。
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
な
の
か
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
町
で
は
か
る
た
大

会
を
開
こ
う
と
考
え
て
い
る

こ
と
で
す
。
ぼ
く
た
ち
も
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
っ
て
広
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
少
し

で
も
町
の
人
た
ち
の
力
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
さ
ん
か
し
て
、
む

ず
か
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、
自
分
た
ち
も
が
ん
ば
っ

て
い
る
か
る
た
の
こ
と
を
し

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

４
年　
奥お
く
や
ま山　

凛り
ん

耶や

　

ぼ
く
が
初
め
て
知
っ
た
こ

と
は
、
大
石
田
町
の
43
名
の

方
が
中
心
と
な
っ
て
、
か
る

た
作
り
を
進
め
て
く
れ
た
こ

と
で
す
。
一
年
と
い
う
長
い

時
間
を
か
け
て
、
令
和
３
年

３
月
11
日
に
か
る
た
が
完
成

し
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
玉
さ
ん
の
お
話

の
中
に
齋
藤
茂
𠮷
の
こ
と
が

出
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
一

回
、
齋
藤
茂
𠮷
の
こ
と
を
調

べ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、

大
石
田
町
に
は
、
齋
藤
茂
𠮷

の
記
念
碑
が
４
か
所
あ
る
こ

と
を
初
め
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
も
Ｐ

Ｒ
動
画
を
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

６
月
16
日
　
本
会
議

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
事
業
報
告

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

を
聞
き
ま
し
た

６
年　
遠え

ん
ど
う藤　

紗さ

雪ゆ
き

　

私
は
、
初
め
て
町
議
会
を

見
学
し
て
、
は
じ
め
は
ど
ん

な
話
し
合
い
を
す
る
の
か
全

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
長
が
、
一
番
高
い
席
に
座

っ
て
進
め
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
意
見
を
、
一
人

３
回
し
か
言
え
な
い
こ
と
が

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
学
級

で
は
何
回
も
言
っ
て
い
い
の

で
、
町
議
会
は
考
え
て
意
見

を
言
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
図
書
カ
ー
ド
に

つ
い
て
、
南
小
の
人
は
20
人

図
書
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
が
カ
ー
ド
を

作
り
ま
し
た
。
通
帳
も
か
る

た
の
絵
に
す
る
な
ど
工
夫
し

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
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５
年　
斉さ
い
と
う藤　
優ゆ
き
ね
希
音

　

わ
た
し
が
初
め
て
議
会
を

見
て
す
ご
い
と
思
っ
た
こ
と

は
、
み
ん
な
が
し
ん
け
ん
に

話
を
聞
い
て
い
た
こ
と
で
す
。

他
の
人
の
意
見
も
聞
い
て
す

ぐ
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
内
容
が
難
し
か
っ

た
の
で
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
だ
け
ど
だ
ん
だ
ん
聞

い
て
い
く
と
分
か
っ
て
き
て

お
も
し
ろ
く
な
り
ま
し
た
。

議
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
話
が

聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま

ち
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
か

ら
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
見
に

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

６
年　
長な

が
瀬せ　
心み

空そ
ら

　

初
め
て
、
町
議
会
を
み
て

わ
た
し
た
ち
の
話
し
合
い
と

ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
の
話
し
合

い
と
ち
が
う
と
こ
ろ
は
、
指

名
さ
れ
て
す
ぐ
に
答
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
は
、

さ
す
が
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
の
内
容
は
、
あ

っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
の
赤
字
の

話
や
町
の
図
書
カ
ー
ド
の
話

な
ど
わ
た
し
た
ち
の
知
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
解
決
し
よ
う
と
、
議
会

に
い
た
人
が
話
し
合
っ
て
い

た
の
で
、
わ
た
し
も
こ
れ
か

ら
町
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら

生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

６
年　
芳は

が賀　
武た

け
利り

　

あ
っ
た
ま
り
温
泉
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
た
と
き
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
え
い
き

ょ
う
で
利
用
者
が
減
り
、
赤

字
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
の

で
支
援
金
を
出
す
か
ど
う
か

と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
っ
た
ま
り
温
泉
は
地

域
の
人
に
と
っ
て
大
切
な
場

所
な
の
で
残
し
て
い
く
た
め

に
支
援
金
を
出
そ
う
、
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
あ
っ
た
ま

り
温
泉
は
こ
の
ま
ま
つ
ぶ
れ

ず
に
す
む
よ
う
な
の
で
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
最
初
、
議
会

と
聞
い
て
難
し
い
こ
と
を
話

す
の
か
と
、
心
配
で
し
た
が
、

身
近
な
こ
と
も
話
し
合
っ
て

い
て
親
近
感
が
わ
き
ま
し
た
。

６
年　
伊い

藤と
う　

音の
ん

　

話
し
合
い
で
は
、
あ
っ
た

ま
り
ラ
ン
ド
の
事
に
つ
い
て

長
く
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
字
は
ど
う
す
る
か
も
話
し

て
い
て
三
千
万
も
出
す
必
要

は
あ
る
の
か
と
私
は
思
い
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
図
書
カ

ー
ド
の
こ
と
な
ど
も
あ
り
、

そ
の
話
し
合
っ
て
い
る
と
き

に
分
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
議
員
の
人
は
一
つ

の
話
し
合
い
で
三
回
し
か
手

を
挙
げ
ら
れ
な
い
で
す
が
、

次
の
話
し
合
い
に
な
る
と
ま

た
三
回
手
を
挙
げ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
議
会
は
す
ご

く
真
け
ん
に
し
て
い
て
大
事

な
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

５
年　
六ろ

く
さ
わ沢　

萌の
あ愛

　

初
め
て
議
会
を
見
学
に
行

く
と
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
の

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
初

は
、
な
ん
の
こ
と
か
あ
ま
り

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ

け
ど
と
ち
ゅ
う
で
「
あ
っ
た

ま
り
ラ
ン
ド
」
と
き
こ
え
た

の
で
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
の

話
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
も
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
や
っ
て
が
ん
ば
っ
て

話
し
合
い
を
し
て
い
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
手
の
あ

げ
か
た
は
わ
た
し
た
ち
と
同

じ
で
手
を
あ
げ
て
あ
て
ら
れ

た
ら
３
回
し
か
話
せ
な
い
ん

だ
と
知
り
ま
し
た
。

５
年　
早は

や
さ
か坂　

瑠る
な那

　

私
た
ち
が
い
つ
も
し
て
い

る
話
し
合
い
の
仕
方
と
は
ち

が
う
や
り
方
で
し
て
い
ま
し

た
。
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
で

は
、
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
赤
字

に
な
っ
て
い
る
と
知
り
ま
し

た
。
私
が
い
い
な
あ
と
お
も

っ
た
こ
と
は
、
読
書
通
帳
を

作
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
こ

と
で
す
。
図
書
カ
ー
ド
で
は

今
ま
で
借
り
た
本
の
数
な
ど

見
れ
な
い
け
ど
通
帳
を
作
る

こ
と
で
今
ま
で
借
り
た
本
を
、

見
れ
る
と
い
う
こ
と
が
と
て

も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

日
見
た
よ
う
に
、
学
級
会
の

司
会
な
ど
で
も
参
考
に
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

大石田南小学校 4・5・6　年生が議会を傍聴
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５
年　
遠え

ん
ど
う藤　

日ひ
お
り

緒
莉

　

コ
ロ
ナ
の
事
や
あ
っ
た
ま

り
ラ
ン
ド
の
事
な
ど
、
色
々

な
事
を
話
し
合
っ
て
い
て
難

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

手
を
あ
げ
た
議
員
を
議
長

が
当
て
て
発
言
し
て
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
が
し
て
い
る

学
級
会
と
同
じ
だ
っ
た
け
れ

ど
、
手
を
あ
げ
る
の
は
３
回
ま

で
な
の
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

発
言
は
マ
イ
ク
を
使
っ
て

い
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
マ

イ
ク
に
ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い

て
、
そ
れ
で
多
数
決
を
取
る

と
聞
き
ま
し
た
。
多
数
決
を

見
て
み
た
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
見
学
に
行
っ
て
次
は

ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
理
解
し
て

も
っ
と
わ
か
り
た
い
で
す
。

５
年　
海か

い
と
う藤　

生い

吹ぶ
き

　

最
初
の
議
題
は
あ
っ
た
ま

り
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
で
し
た
。

Ｐ
Ｒ
す
る
の
は
コ
ロ
ナ
が
お

ち
つ
い
た
時
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
学
級
会
だ
と
意
見

を
黒
板
に
か
い
て
い
ま
す
が

町
議
会
だ
と
質
問
し
て
そ
れ

に
答
え
る
と
い
う
少
し
違
う

や
り
方
で
し
た
。
議
員
か
ら

の
質
問
が
な
く
な
る
と
議
題

が
変
わ
り
ま
し
た
。
最
後
の

議
題
は
町
の
図
書
館
に
つ
い

て
で
し
た
。
図
書
カ
ー
ド
は

大
石
田
の
３
～
４
人
に
一
人

持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。議
員

を
指
名
す
る
時
は
君
付
け
だ

っ
た
の
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

５
年　
小こ

内う
ち　

英ひ
で

海み

　

大
人
の
議
会
を
見
て
、
議

長
の
ゆ
る
し
が
な
い
と
発
言

で
き
な
い
こ
と
に
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
話
し
合
っ
て
い
る

事
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
石
田
町
民
７
千

人
ぐ
ら
い
の
う
ち
、
２
千
人

ぐ
ら
い
し
か
図
書
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
く
て
少
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
あ
っ
た
ま
り

ラ
ン
ド
が
赤
字
で
３
千
万
の

お
金
で
た
す
け
る
予
定
と
い

う
事
で
、
た
く
さ
ん
話
し
て

い
て
み
ん
な
し
ん
け
ん
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、

話
し
合
い
を
し
ん
け
ん
に
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
議
長

が
休
け
い
す
る
時
間
を
決
め

て
い
い
事
に
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ぼ
く
も
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

５
年　
髙た

か
は
し橋　

拓た
く

也や

　

ぼ
く
は
、
初
め
町
議
会
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
と
こ
ろ

か
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
議
会
で
は
、
大
石
田
町
の

大
事
な
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

に
つ
い
て
赤
字
に
な
っ
て
い

る
か
ら
ど
う
す
る
か
や
、
図

書
カ
ー
ド
を
使
う
人
の
数
に

つ
い
て
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
っ
て
る
事

か
ら
分
か
ら
な
い
事
ま
で
も

し
ん
け
ん
に
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。
町
議
会
で
は
、
賛

成
・
反
対
意
見
が
少
な
く
、

黒
板
も
な
く
決
め
れ
た
の
で
、

ぼ
く
た
ち
も
見
習
っ
て
学
級

会
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

５
年　
関せ

き　
陽ひ

向な
た

　

町
議
会
を
初
め
て
み
て
す

ご
く
長
い
と
感
じ
ま
し
た
。

学
級
会
が
と
て
も
早
く
感
じ

る
く
ら
い
町
議
会
が
と
て
も

長
い
と
知
り
ま
し
た
。
も
っ

と
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
一
人

し
ゃ
べ
る
時
間
が
１
時
間
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
議

長
が
人
に
指
示
を
出
し
て
、

手
を
あ
げ
て
か
ら
し
ゃ
べ
る

事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

町
議
会
の
内
容
は
、
あ
っ

た
ま
り
ラ
ン
ド
や
図
書
館
の

読
書
通
帳
の
こ
と
で
し
た
。

ぼ
く
は
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

や
図
書
の
こ
と
に
真
け
ん
に

話
し
合
っ
て
い
て
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
町
議
会
を
見

た
あ
と
国
会
も
見
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

５
年　
井い
の
う
え上　
こ
は
る

　

わ
た
し
た
ち
は
議
会
の
話

し
合
い
に
行
き
ま
し
た
。
内

容
は
図
書
カ
ー
ド
の
事
や
あ

っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
の
事
を
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る

と
手
を
挙
げ
て
い
る
人
に
議

長
さ
ん
が
答
え
た
ら
、
す
ぐ

に
ぎ
も
ん
や
意
見
を
言
っ
て

い
ま
し
た
。
わ
た
し
だ
と
す

ぐ
に
意
見
が
言
え
な
い
の
で

さ
す
が
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
も
一
つ
の
質
問
時
間
が

60
分
も
あ
る
事
が
驚
き
ま
し

た
。
私
は
、
今
は
で
き
な
い

け
ど
大
人
に
な
っ
た
ら
こ
ん

な
ふ
う
に
意
見
を
言
う
事
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
は
議
会
を
見
学
し
て
い

い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま

し
た
。

大石田南小学校 4・5・6　年生が
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議会を　　 しませんか傍聴
◆次回の定例会は◆

◆訴えの提起に係る専決処分の承認について　承認
◆一般会計補正予算（第１回）について　違約金に係る償還金の増額補正  外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４億９千50万1千円追加　可決
◆除雪ドーザの取得について　可決

９月２日（木）～

お問い合わせ先

９月13日（月）の予定です。

大石田町議会事務局
電話：35-2111《内線312》

マスク着用のうえ、おいでください。

表
紙
の
写
真

表
紙
の
写
真

臨時会第
２
回

第
２
回４/21

「鰻そば 白き山」うな 伊  藤   久
　  常務取締役 から

　大石田町に縁のある齋藤
茂翁は無類の鰻好き

として知られています。鰻
にまつわるエピソード

から、茂翁にとっての鰻
は食材としての好物に

とどまらず、滋養強壮剤とし
ての役割も果たしたよ

うに思われます。また、茂翁
の日記には、そばもだ

いぶ食べていたことが記録さ
れています。

　来年は、齋藤茂翁の生
誕140年に当たりま

す。これを記念して「鰻そば
」を開発しました。そ

ば粉は130年以上地元で守
り継がれた「来迎寺在

来」を使用し、茂の歌集「
白き山」に見立て、町内

特産「自然薯」のすりおろしを
のせました。

　美肌にも良いとされる当
温泉に浸かり、茂の

時代に思いを馳せながら、「
鰻そば　白き山」をご

賞味ください。

うなぎ

応援企画応援企画ランド

　
戦
中
戦
後
の
物
不
足

の
時
期
に
も
「
鰻
の
缶

詰
」
を
常
に
持
参
し
て

い
た
と
言
わ
れ
る
茂


翁
。
北
九
州
小
倉
の
名

店
の
鰻
を
、
町
特
産
の

「
来
迎
寺
在
来
」
と
「
自

然
薯
」
に
コ
ラ
ボ
さ
せ
た

至
高
の
一
品
。
お
値
段
以

上
の
満
足
感
が
味
わ
え

る
は
ず
で
す
。
ま
だ
ご

賞
味
頂
い
て
無
い
方
、

在
り
し
日
の
茂

翁
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
是

非
お
試
し
あ
れ
。

　
　
　
【
記
　
岡
﨑
】

議
員
よ
り
コ
メ
ン
ト

発
行
／
山
形
県
大
石
田
町
議
会
　  

発
行
責
任
者
／
議
長
　
芳
賀
　 

清 

　
　
　
　 

編
集
／
広
報
常
任
委
員
会
・ 

〒
　
　
大
石
田
町
緑
町
一
番
地

999－
4112

☎
０
２
３
７
　
　
２
１
１
１

（
３５
）

◆
印
刷
　
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委 

員 

長

副
委
員
長

委    

員

委    

員

委    

員

岡
﨑 

英
和

小
玉

　

 
 

勇

二
藤
部
冬
馬

今
野 

雅
信

大
山 

二
郎

　
い
よ
い
よ
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
会
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
に

様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま

し
た
が
無
事
に
始
ま
り
ま
し

た
。

　
当
町
か
ら
は
齋
藤
元
希
選

手
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水

泳
競
技
に
出
場
し
ま
す
。
町

始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
に
町

民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
選
手
た
ち
の
頑
張
り
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
暗
く
な
っ
た
世

界
の
人
々
に
、
感
動
と
希
望

を
与
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　
頑
張
れ
！

　
　
　
齋
藤
元
希
選
手
‼

【
記
　
今
野
】

　
南
小
学
校
の
４
・
５
・

６
年
生
が
初
め
て
議
会
傍

聴
に
訪
れ
ま
し
た
。
４
年

生
は
一
般
質
問
を
、
５
・

６
年
生
は
議
案
審
議
の
模

様
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
北
小
の
皆
さ

ん
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
議
会
が
ネ
ッ
ト
配
信
を

３
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す

が
、
議
会
の
雰
囲
気
を
知

る
に
は
傍
聴
が
一
番
で

す
。
ネ
ッ
ト
も
い
い
で
す

が
、
是
非
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。【記

　
大
山
】

さくらお食事処
11：00　～　15：00営業時間

（ラストオーダー：14：00　時短営業中）
「鰻そば  白き山」1,300円
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